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This study was aimed at investigating a change of consciousness to style of reminiscence group, 
to elderly inpatients with dementia by having participated in a style of reminiscence group of staff.
As for the analysis, it was made a free description by KJ method.
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Participation of the staff to a style of reminiscence group and a change of consciousness
表１　アンケート回答者 
   性別 年　齢 職　種 経験年数 
 A  女 45歳 看 護 助 手 7 年 
 B  女 50歳 準 看 護 師 25年 
 C  女 63歳 看　護　師 27年 
 D  女 40歳 介護福祉士 6 年 
 E  女 38歳 介護福祉士 6 年 
 F  女 36歳 準 看 護 師 16年 
 G  女 51歳 準 看 護 師 25年 
 H  女 30歳 介護福祉士 8 年 
 I  女 55歳 看 護 助 手 8 年 
 J  男 21歳 看 護 助 手 1 年 
 K 除外 女 48歳 看　護　師 29年 
 L  女 41歳 介護福祉士 8 年 
 M  女 28歳 介護福祉士 8 年 
 N  女 41歳 介護福祉士 8 年 
 O  女 26歳 看 護 助 手 6 年 


















  メンバー 性別 年齢 HDS-R 疾患名 備考 
  心　理　士 男 27歳   第１クールから参加 
  作業療法士 女 32歳   第３クールから参加 
  医　　　師 男 45歳   第６クールから参加 
  a 男 86歳 16点 SDAT  
  b 女 87歳 11点 SDAT  
  c 女 85歳 29点 パーキンソン病  
 
第５クール
 d 女 96歳 10点 SDAT  
  e 男 80歳 13点 SDAT  
  f 女 90歳 20点 SDAT  
  g 女 82歳 8点 SDAT  
  h 女 85歳 11点 SDAT  
  d 女 96歳 10点 SDAT 第５クールより参加 
  f 女 90歳 20点 SDAT 第５クールより参加 
  i 女 83歳 17点 SDAT  
 第６クール j 男 87歳 26点 SDAT　うつ状態 第６クール３回目以降不参加 
  k 女 85歳 17点 SDAT  
  l 女 79歳 21点 SDAT　VD 第６クール３回目以降参加 
  m 女 88歳 9点 SDAT　うつ  
 
表３　回想法グループに参加したことによる会のイメージの変化 
 カ　テ　ゴ　リ　ー Ｎ 職　　員 
 グループ会の雰囲気に関するイメージの変化 8 A,B,C,D,E,F,G,L 
 患者の反応に基づいてのグル プーのイメー ジの変化 3 H,I,J 
 体験による変化 2 N,O 









































































































Participation of the staff to a style of reminiscence group and a change of consciousness
表４　回想法グループへの参加による患者イメージの変化 
 カテゴリー サブカテゴリー N 職　　員 
  ①会話 6 C,F,G,I,N,O 
 患者の意外な一面を知ることによる変化 ②表情 6 B,E,H,J,L,M 

















































































 カテゴリー サブカテゴリー N 職　　　員 
 
ゆっくりと話を聞く
 ①相手の話を理解しようと努める 5 A,E,I,M,N 
  ②自分の意見を押し付けない 1 F 
 テーマに合った話題をする  3 D,J,L 



















































Participation of the staff to a style of reminiscence group and a change of consciousness
表６　回想法グループに参加しての感想 
 カテゴリー サブカテゴリー N 職　員 
 
グループに対する
 ①回想法の楽しさの理解 5 C,D,F,I,O 
 
肯定的イメージの促進
 ②もっと多くの患者、職員に参加してもらいたい 2 E,N 
  ③回想法に参加できたことへの喜び 2 B,G 
 患者に対する ①普段とは違う患者の表情を見ることができた 4 H,J,L,M 




















































































 クール（回数） 日　　　　　程 
 第１クール（９回） 2004/7/23－2004/10/1 
 第２クール（10回） 2004 /11 / 5－2005 /2 / 4  
 第３クール（11回） 2005/4/15－2005/7/26 
 第４クール（９回） 2005/8/12－2005/11/8 
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